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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

大
田
洋
二
郎
氏
（
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
歯

科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

周
術
期
患
者
の
口
腔
ケ
ア

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

�

２
０
１
３
年
１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８

時
30
分

会
場　

�

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
５
号
会
議
室
（
千
里
中
央

駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

講
師　

清
水
聖
保
氏
（
精
神
科
医
、
東
淀
川
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

歯
科
に
お
け
る
、精
神
疾
患
を
持
つ
患
者
治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス

経
税
部
　
院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
経
税
部
員
、
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

自
院
の
決
算
書
を
読
む

日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
最
近
の
傾
向
と
そ
の
対
処
法

　

今
、院
長
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は

日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

矢
郷
香
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
歯
科
口

腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

抗
血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
抜
歯
時
、抗
血
栓
薬
を
止
め
て
ま
せ
ん
か
？

大
間
原
発
建
設
再
開
を
中
止
し
、

原
発
ゼ
ロ
へ
直
ち
に
決
断
を
求
め
る

日
本
全
国
を
危
険
に
さ
ら
す
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を

撤
回
し
、普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め
る

　

第
19
回
理
事
会
で
採
択
し
た
２
声
明
（
全
文
）
は
次
の
通
り
。

　

野
田
内
閣
が
認
め
た
大
間
原
発
（
青
森
県
大
間

町
）
の
建
設
再
開
が
始
ま
っ
て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ

を
求
め
る
国
民
の
声
を
無
視
し
、
今
後
も
原
発
依

存
を
続
け
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

野
田
内
閣
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
で

は
、「
２
０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
を
ゼ
ロ
に
す

る
」
と
し
、
原
発
の
運
転
を
40
年
に
制
限
す
る
こ

と
や
新
増
設
の
中
止
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

大
間
原
発
を
完
成
さ
せ
稼
働
さ
せ
る
と
な
れ
ば
、

50
年
代
ま
で
運
転
は
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。「
30
年
代
に
原
発
ゼ
ロ
」
と
す
る
目
標
と
も

矛
盾
す
る
で
た
ら
め
ぶ
り
だ
。
期
限
を
示
さ
な
い

う
た
い
文
句
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
さ
え
投
げ
捨
て
た

に
等
し
い
。

　

大
間
原
発
が
燃
料
の
全
て
を
使
用
済
み
核
燃
料

か
ら
取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
混

ぜ
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
で
ま
か
な
う
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
原
発

で
あ
る
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
原

発
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
を
前
提
に
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
中
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
消
費
に
貢
献
す

る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
歴
代
政
府
が
使
用
済
み

核
燃
料
の
対
策
と
し
て
き
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
計

画
の
破
綻
は
明
白
で
あ
る
。
再
処
理
の
過
程
で
生

ま
れ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
ウ
ラ
ン
燃
料

の
１
億
倍
の
放
射
能
が
あ
り
、
処
分
の
見
通
し
が

な
い
。
そ
の
上
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
ウ
ラ
ン
燃
料
に

比
べ
て
、
原
子
炉
の
核
分
裂
反
応
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
制
御
棒
が
効
き
に
く
い
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
原
発
敷
地
内
や
下
北
半
島
沖
の
津
軽
海
峡
に

活
断
層
が
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
大

間
原
発
建
設
再
開
は
立
地
に
も
問
題
が
あ
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
高
い
放
射
線
量
の

た
め
、
が
れ
き
の
処
理
も
で
き
な
い
深
刻
な
事
態

が
続
い
て
い
る
。
野
田
首
相
は
夏
場
の
電
力
不
足

を
口
実
に
関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
（
福

井
県
）
を
再
稼
働
さ
せ
た
が
、
電
力
は
十
分
足
り

て
い
た
。
大
間
原
発
に
は
建
設
再
開
の
必
要
性
も

緊
急
性
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
現
場
で
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
使
命
を
持
つ
歯
科
医
師
と
し
て
、
い
の
ち
と
健

康
を
脅
か
す
原
発
に
反
対
す
る
。
す
べ
て
の
原
発

か
ら
即
時
撤
退
し
、
節
電
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
大
で
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
日
本
の
実
現
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
11
月
10
日

�

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
19
回
理
事
会

　

日
米
両
政
府
が
米
軍
普
天
間
基
地
へ
強
行
配
備

し
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
県
民
の
不
安
を
無
視
し
飛

行
訓
練
を
強
行
し
て
い
る
。
普
天
間
基
地
に
配
備

さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
は
米
軍
岩
国
基
地
や
東
富
士

演
習
場
に
毎
月
飛
来
し
、
日
本
上
空
で
米
軍
が
指

定
し
た
７
つ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
を
使
っ
て
訓
練

を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　

参
加
者
が
10
万
人
を
超
え
た
沖
縄
の
県
民
大
会

で
は
「（
配
備
は
）
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

と
決
議
し
た
。
24
都
道
府
県
１
２
３
自
治
体
の
地

方
議
会
で
「
配
備
反
対
」
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ

て
い
る
。
墜
落
事
故
を
繰
り
返
し
て
き
た
欠
陥
機

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
・
訓
練
は
、
日
本
全
国
を
危

険
に
さ
ら
す
も
の
で
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
、〝
な
ぐ
り
こ
み
部

隊
〟
と
い
わ
れ
る
米
海
兵
隊
の
軍
事
活
動
を
世
界

各
地
に
拡
大
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
日
本
の
安
全

保
障
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
尖
閣
な
ど
領
土
問
題

に
絡
め
て
軍
事
的
備
え
を
強
め
ら
れ
る
と
い
う
論

調
も
あ
る
が
、
領
土
問
題
は
平
和
的
話
し
合
い
で

解
決
す
べ
き
で
あ
り
、
軍
事
的
圧
力
で
緊
張
を
高

め
れ
ば
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

日
米
両
国
政
府
は
沖
縄
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
押
し

付
け
る
た
め
、「
人
口
密
集
地
は
避
け
る
」
な
ど

の
形
ば
か
り
の
「
安
全
対
策
」
に
合
意
し
た
が
、

こ
と
ご
と
く
無
視
さ
れ
人
口
密
集
地
上
空
で
わ
が

も
の
顔
の
飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
県
民
・
国

民
の
い
の
ち
を
守
る
姿
勢
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
沖
縄
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
米

兵
に
よ
る
集
団
女
性
暴
行
事
件
は
、
女
性
の
尊
厳

を
踏
み
に
じ
る
蛮
行
で
あ
り
、「
綱
紀
粛
清
、
再
発

防
止
」
を
果
た
せ
な
い
米
国
政
府
は
責
任
を
問
わ

れ
る
。
沖
縄
に
米
軍
基
地
が
あ
る
以
上
、
県
民
が

蹂
躙
さ
れ
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
基
地
被
害
・
米
兵
犯
罪
を
根
絶
す
る

に
は
米
軍
基
地
の
全
面
撤
去
こ
そ
が
求
め
ら
れ

る
。

　

私
た
ち
は
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
こ

と
を
使
命
と
す
る
歯
科
医
師
の
団
体
と
し
て
、
日

本
国
民
の
安
全
を
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
撤

回
と
危
険
な
飛
行
訓
練
の
中
止
、
普
天
間
基
地
の

無
条
件
撤
去
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
11
月
10
日

�

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
19
回
理
事
会

　

紅
葉
を
求
め
て
、
池
田
市

の
山
間
に
あ
る
、
高
野
山
真

言
宗
の
仏
教
寺
院
久
安
寺
へ

足
を
延
ば
し
た
。
公
共
交
通

で
行
く
な
ら
阪
急
池
田
駅
下

車
、
路
線
バ
ス
で
15
分
あ
ま

り
だ
。

　

重
要
文
化
財
の
楼
門
を
抜

け
る
と
、
苔
む
し
た
石
垣
や

楓
の
老
木
が
迎
え
て
く
れ

る
。
本
坊
へ
と
続
く
参
道
で

は
イ
チ
ョ
ウ
の
木
や
楓
が
色

づ
き
見
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
山

に
囲
ま
れ
た
境
内
は
静
寂
感

が
漂
う
。

　

関
西
の
〝
花
の
寺
〟
二
十

五
霊
場
第
十
二
番
の
寺
と
し

２
５
年
に
創
建
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
焼
失
し
、
久
安
元
年

（
１
１
４
５
年
）
に
近
衛
天

か
ら
な
る
庭
園
「
虚
空
園
」

も
見
事
で
あ
る
。
５
月
に
な

る
と
こ
の
庭
を
１
０
０
０
株

れ
る
と
、
慌
し
い
日
常
を
離

れ
、心
洗
わ
れ
る
気
が
し
た
。

　

歩
き
回
っ
た
お
か
げ
で
、

空
腹
を
覚
え
た
。
境
内
に
あ

る
参
拝
客
目
当
て
の
う
ど
ん

屋
で
、
一
服
す
る
こ
と
に
し

た
。
う
ど
ん
の
他
に
、
柿
の

葉
寿
し
も
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
。
小
腹
を
満
た
す
に
は
柿

の
葉
寿
司
は
ち
ょ
う
ど
良

い
。
お
す
す
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
寺
か
ら
南
へ
少
し

行
け
ば
、〝
大
阪
の
奥
座
敷
〟

と
呼
ば
れ
る
伏
尾
温
泉
が
あ

る
。
川
沿
い
に
建
つ
一
軒
宿

の
不
死
王
閣
へ
寄
っ
て
天
然

温
泉
で
山
寺
散
策
の
疲
れ
を

癒
せ
る
の
は
う
れ
し
い
。
名

物
の
牡
丹
鍋
を
味
わ
え
ば
、

牡
丹
と
楓
を
一
度
に
楽
し
む

贅
沢
な
秋
の
一
日
と
な
る
。

　
（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

て
知
ら
れ
、
初
夏
の
庭
を
飾

る
牡
丹
も
名
高
い
。

　

寺
は
僧
行
基
に
よ
っ
て
７

皇
の
祈
願
所
と
し
て
再
興
さ

れ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
久
安

寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　

昭
和
に
入
っ
て
造
ら
れ
た

「
ア
字
山
」
と
「
バ
ン
字
池
」

の
牡
丹
が
埋
め
尽
く
す
。

「
ア
字
山
」
は
生
命
を
「
バ

ン
字
」
は
心
を
意
味
し
、
庭

は
瞑
想
す
る
仏
の
世
界
を
具

現
化
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ

ん
な
仏
教
精
神
の
一
端
に
触

245

紅
葉
と
牡
丹
の
古
刹

久き
ゅ
う

安あ
ん

寺じ

室町時代初期に建立された楼門。屋根の
線は水平のない〝軒反り〟技法で創られ、
美しい　　　　　　　　　　　　　　　
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